
「御幸橋の信号がなくなる」？！４月２７日の

「服部こうきトーク会」で参加者から出た話です。

御幸橋とは西町や南崎町などからＪＲ亀山駅へ

とつながる旧国道１号線に架かる橋（写真左）の

ことです。この橋の両側には一方通行の道路が

あり、旧国道１号線とつながっており、この交差

点にある信号機をなくしたいということです。

早速、地元の自治会や市に聞いてみました。御幸町第２自治会と御幸地区ま

ちづくり協議会では、亀山警察署から「現在、信号機の見直しを進めている。道

路状況の変化に対応するために必要、不必要について見直しをしており、御幸

橋の信号もその一つで撤去を検討している」という説明があったとのことです。

御幸町第２自治会と御幸地区まちづくり協議会は、この信号は駅利用者がた

くさん利用しており、自分たちだけで判断できる問題ではないとしながらも地域の

意見をまとめ、「地元住民だけの問題ではないが、地元住民として信号機を残し

て欲しい」と亀山警察署に回答（要望）していました。

これに対する亀山警察署の言い分は、市民

の多くは御幸橋のすぐ西にある河合石油の三

叉路（写真右）を利用しており、御幸橋のところ

の利用者は少ないと。

次に市に問い合わせると全く聞いていないと

いうことで驚きました。どうも警察は御幸橋と旧

国道１号線は県道なので県と話をすればいいと

考えているようで、道路管理者ではない市には話をしていないようでした。しか

し、この問題は駅を利用する市民全体に影響があることだから当然、亀山市にも

話をすべきです。

この信号機の撤去は、まだ決定したわけではないので今後も市民の意見を聴

き、ＪＲ亀山駅周辺の道路全体としていかに安全を確保するのかという方向で取り

組んでいきたいと考えています。

この議会報告は毎月月初めに発行しています 好きです 亀山 住みよい街に
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７月に参院選。比例代表の投票は個人名でも政党名でもいい。しかし衆院選

の比例代表は政党名しかダメだった。自民党の勝手な都合で作られたこの選挙

制度の違いが有権者を混乱させている。選挙制度はもっとシンプルにすべき。

さて、２０２３年６月議会で県道白木西町

線のうち、野村団地から西野公園の区間の

道路整備を取り上げました。 この県道は亀

山中学校や亀山高校の生徒の通学路です

が、工業団地などへの通勤車が多いため大

変危険な道路（左の写真）です。

こうした実態を懸念した布気町道野自治

会が三重県鈴鹿建設事務所長宛の「道路

整備要望」を市に提出しました。

整備を必要とする理由として「特に朝夕の登下校の時間帯は、通勤者の車の

通勤時間帯とも重なり危険な状態となっている」と書いています。

この要望を受けて市は、２０２３年５月に三重県鈴鹿建設事務所長宛に「要望

について」という進達（上級官庁へ書類などを届けること）を行い、布気町道野自

治会の要望書が県に届けられました。

一般質問ではこうした経緯を踏まえ、歩道や自転車通行帯の整備が必要であ

り、県に強く要望するよう市に求めました。

この県道白木西町線の歩道整備が今年度の県予算に計上されました。今年

度は測量などの予算だけで、今後どのように整備するのかは未定とのことであり

完了も未定です。早期に実現するよう今後も働きかけていきます。
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市が「亀山市上下水道耐震化計画」を策定しました。国は昨年の能登半島地

震を受けて災害時にも従前通り水の使用ができるようにするためには、水道と下

水道の両方の機能を確保することが重要であり、避難所等の重要施設に接続す

る上下水道管路等の耐震化を計画的・重点的に進める必要があるとして昨年９

月に全ての水道事業者及び下水道管理者に対して「上下水道耐震化計画」（計

画期間は原則５年程度）を策定するよう要請してきました。

これを受けて亀山市でも「上下水道耐震化計画」（令和７年度～１１年度）を策

定したのです。

重要施設として亀山市役所、亀山市立医療センター（写

真左）など１７施設をあげ、このうち計画期間終了時の令和

１１年度末までの上下水道管路等の耐震性確保の目標施

設数として４ヶ所（亀山市立医療センター、西野公園、亀山

公園、西野公園体育館）をあげています。ただ重要施設で

も関支所や消防本部など１３ヶ所の上下水道管路等の耐

震性確保は令和１２年度以降となるということです。

また急所施設の耐震化は、取水施設は１ヶ所のみ、導水施設（導水管）は手

が着かず、浄水施設は１ヶ所のみ等となっています。

（注）急所施設とは、その施設が機能を失えばシステム全体が機能を失う水道の取水施

設などの最重要施設。重要施設に接続する管路とは、避難所等の重要施設に接続する上

下水道管路のこと

市は私の質問に対して重要施設の耐震化とその施設までの急所施設の耐震

化を合わせてやる（重要施設の耐震化がされてもそこまでの管路が耐震化され

ていなければ供給できない）と答弁しました。

それにしても南海トラフ地震がいつ起きてもおかしくないという状況で、この程

度の耐震化では不十分です。耐震化は上下水道の予算だけではなく、一般会

計からの予算の投入を考えるべきです。災害で被害が出てそれを復旧する予算

が必要となることを考えれば、事前に被害を防止するために一般会計からの予

算を投入することは市民の理解も得られると考えます。

「御党（日本共産党のこと）の国債発行に頼らない姿勢は本当に立派だ」、「共

産党と議論する余地が多分にある」－こんな答弁が石破首相から飛び出しまし

た。日本共産党の辰巳コータロー参院議員の質問に答えたものです。

辰巳議員は国民の暮らしを守り不安を取り

除くため、全品目一律５％への消費税減税が

一番効果的だと指摘し、その財源として大企

業・富裕層減税の是正などで消費税５％減税

のための恒久財源を確保する党の提案を示し

ました。合わせて通貨安と円安を招き物価高

に拍車をかけかねない国債発行ではなく、２０

２３年度で１１、１兆円もの減税となった大企業

優遇税制をやめ、所得が１億円を超えると税の

負担率が下がる「１億円の壁」の是正、軍事費

や無駄の削減、政党助成金の廃止などで財源を確保すべきだと述べました。

上の表は各党の消費税減税に対する姿勢（赤旗日曜版５月１８日号より）

毎月発行の『こうきの議会報告』以外に党市議団ホ

ームページの「活動日誌」（ブログ）とＸ（旧ツイッター）

でも情報を発信しています。

下の二次元コードを読み取っていただきお読みい

ただけたらと思います。
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の「活動日誌」


